
 

 

 
 

認知症サポーターを全行的に養成していきます！ 
 
 
  京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、行員が認知症について正しく理解し、来店される高齢者や認知

症の疑いのある方への適切な応対を行えるようにするとともに、誰もが安心して暮らせる環境づくり

に貢献するため、当行行員を対象に「認知症サポーター養成講座」を開催し、「認知症サポーター」を

全行的に養成していきます。 
 

記 
  
   １．認知症サポーター養成の目的 

（１） 認知症に関する正しい知識を身に付けることにより、認知症の疑いのある方が来店され

た際に、適切な応対ができるようにする。 

（２） 認知症の方やそのご家族を応援することで、誰もが安心して暮らせる環境づくりに貢献

する。 
       
   ２．認知症サポーターについて 

認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、認知症の方やそのご家族を温か

く見守る応援者として、できる範囲で手助けをする等、誰もが安心して暮せる環境づくり

のため活動する人のことをいいます。｢認知症サポーター養成講座」を受講することによ

り「認知症サポーター」になることができ、「全国キャラバン・メイト連絡協議会」が、

認知症サポーター養成講座の開催支援やキャラバン・メイト（認知症サポーター養成講座

の講師役）の養成等を行っています。 
      

   ３．認知症サポーター養成講座の実施について 
 （１）日    時     平成２２年１月２２日（金） 
                       午前クラス ： １０時５０分～１２時２０分 
                       午後クラス ： １３時５０分～１５時２０分 

 （２）開催場所     京都銀行 本店 ７階ホール 
                     （京都市下京区烏丸通松原上ル薬師前町７００） 

 （３）講    師     近藤  誠  氏（キャラバン･メイト、西条市 保健福祉部 係長） 

 （４）受講人数     １５０名（予定） 
 

            ※「認知症サポーター」養成のため、今後も継続して養成講座を実施いたします。 
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